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研究成果の概要（和文）：　本申請課題では，教師の質向上・質保証を実現する教員養成を支援する統合システムを開
発した。
　本システムは，(a)多次元時系列eポートフォリオ・データベース・システム，(b)コンピテンシ・マネジメント・知
的支援システム，(c)教職ライフ統合ＳＮＳ，(d)eラーニング＆eアセスメント促進知的支援システム，(e)教育実習知
的支援eポートフォリオ・システム，(f)正課外活動知的支援eポートフォリオ・システム，に対応する各サブシステム
群から構成され，それらが統合することで一つのeポートフォリオシステムとなる。また，本システムは，関連の強い
サブシステム群ごとに検証実験が行われた。

研究成果の概要（英文）：This study developed an integrated system supporting good-quality teacher educatio
n programs in higher education. 
The system consists of six subsystems: (a) an e-portfolio database system with multiple dimensions and tim
e series, (b) a competency management system, (c) an integrated social network system for teacher educatio
n, (d) a learning and assessment support system, (e) an e-portfolio system for practice teaching, and (f) 
a cocurricular-activities support system. The system was also evaluated thorough practice experiments.

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

子どもの学力が世界水準に比べよろしく
ないという指摘がある。それは，OECD が実
施する国際学習到達度調査（PISA）での順位
が下がる傾向になった 2000 年前後から強く
言われるようになった。この背景には，世界
における教育観が２０世紀の終わりにかけ
てパラダイム変換を遂げ，暗記中心の詰め込
み指導（「客観主義的学習」）ではなく，子ど
もたちが他者とのコミュニケーションを通
し，自ら経験を積むこと（為すこと）による
学び（「社会構成主義的学習」）が重要視され
るようになったことが挙げられる。これを受
け，中教審答申に端を発し，教員養成機関に
は，教師により高い実践的指導力を身につけ
させる『質の向上』と，教師として最低限必
要な資質・能力を持たせる『質の保証』が，
強く求められるようになった。2007 年から
設置された教職大学院や，2009 年 4 月始ま
った免許更新制度は，この質向上・質保証の
ニーズの中で生まれてきたものである。また，
教員養成を 6 年に延長することが議論もあり，
早急に教師の質を上げることが国家の緊急
課題であることがわかる。 

 そのような中，いくつかの教員養成系学部
を有する大学（例えば，横浜国立大学，奈良
教育大学，兵庫教育大学，など）では，教員
養成における質向上と質保証のための取組
みを始めている。それらに共通している取組
みとしては，各大学が養成すべき教師像を到
達基準（以下，スタンダード）として明確化
し，そのスタンダード達成に向けた大学全体
としての組織的な指導体制を構築すること
であり，(1)カリキュラムの見直し，(2)質保証
のための能力・スキル（以下，コンピテンシ）
に対応するスタンダードの策定，(3)全学的な
支援組織体制の構築，が行われている。ここ
で，(1)から(3)を確立し運用しようとしたとき，
(4)学生の学習成果や履歴，評価を e ポートフ
ォリオとして蓄積活用するシステムの構築，
が必要となり，そのシステム開発が始まって
いる。しかしながら，現在，提案・開発中の
既存システムでは，教職履修学生と教職員の
全員が在学期間（学部 4 年間・修士 2 年間の
計 6 年）を継続的に有効活用するには，以下
の自明な問題点が存在する。 
 
問題点①: 大規模な多次元時系列データ（こ
こでは，e ポートフォリオ）の対応が困難
である。つまり，高度な格納・解析機能，
データマイニング機能を有した知的データ
ベースシステムが必要である。 

問題点②: 質向上・保証に求められるコンピ
テンシは複雑なのでスタンダードとの単純
な対応付けの運用では破綻する。つまり，
コンピテンシとスタンダードとの関係を司
る知的なマネジメントが必要である。 

問題点③: ある授業や教育実習だけに重点
をおいた支援システムは自己成長が見込め
ない。つまり，正課活動（授業，実習）と
正課外活動との連携を含めた全カリキュラ

ムを対象にした継続的な支援が必要である。 

問題点④: 学習を促進・支援する枠組みを有
していない。つまり，自己学習，協調学習
などあらゆる学習を対面／遠隔，非同期／
非同期に限らず適応的に促進誘導する知的
ラーニングシステムが必要である。 

問題点⑤: アセスメント活動（自己評価，相
互評価，教師評価）を促進・支援する枠組
みが不十分である。つまり，アセスメント
を促進させ振り返りを支援する知的アセス
メントシステムが必要である。 

 

２．研究の目的 

本申請課題の目的は，先の問題点を全て解
決し，教師の質向上・質保証を実現する教員
養成を統合的に支援する e ラーニング・ポー
トフォリオシステムを開発することである。 

 

３．研究の方法 

本研究では，研究の目的を達成する統合シ
ステムを６つのサブシステムに分け開発を
行い，関連するサブシステム毎に検証実践を
行いながら，正課活動および正課外活動を統
合的に連携し支援する eポートフォリオシス
テムの実現の可能性について明らかにする。 
 本統合システムは，教員養成課程の全カリ
キュラムを対象とし，大規模多次元時系列デ
ータを扱い，スタンダード達成をオントロジ
ーベースで管理しながら，学生の学びとアセ
スメント活動を促進する，仕組みを有するも
のである（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 統合システムの概念図 
 

 



 本研究では，サブシステム毎に設計および
開発され，実践的検証が行われた。その結果，
これらサブシステムを連携することによっ
て，授業や実習などの正課活動と正課外活動
を統合的に連携し，横断的に学生や教員を支
援できる可能性が示された。 

以下，サブシステム毎に説明する。 
 
(a)多次元時系列 e ポートフォリオ・データ
ベース・システム 
 本研究では，e ポートフォリオシステムの
データベースの在り方について議論し，様々
な場面や期間に収集された多量の eポートフ
ォリオを有意味な単位で格納すると共に，要
求に適応した解析や検索できる仕組みを有
するデータ管理フレームワークを開発した
([雑誌論文]①など)。具体的には，e ポート
フォリオを用いた学習と評価に必要なエビ
デンス群を有意味な単位で蓄積するための
形式的な枠組みを有する eポートフォリオ蓄
積文法と，開発した蓄積文法に基づくシステ
ムを開発した。蓄積文法を導入することで，
有意味なルールに則り，学習と評価を切り離
さずに好ましい構造を保ちながら機械的に e
ポートフォリオを扱うことが可能なシステ
ムを開発した。システム評価の結果から，本
システムは，学習と評価の一体化を損なわず
に，学習プロセス把握，e ポートフォリオの
再利用を支援し，学習者のリフレクションの
誘発を促進することが示された。 
 
(b)コンピテンシ・マネジメント・知的支援

システム 
 本研究では，はじめに高等教育における教
育の質保証のアカウンタビリティを達成す
るためのフレームワークを確立し，そのフレ
ームワークを形式的に扱うための手法を提
案した。そして，到達目標と評価関係情報群
からなる到達目標型関係モデルを開発した。
このモデルは，教育の質保証に対するアカウ
ンタビリティを実現するシステムの共通的
な枠組みとして機能するため，本モデルに基
づいたシステムを開発することによって，各
大学のニーズに応じた教育の質保証を支援
できる。そこで，このモデルに基づくプロト
タイプシステムを開発し，その有効性と妥当
性を検証した（[雑誌論文]⑥など）。 
 
(e)教育実習知的支援 e ポートフォリオ・シ
ステム 

本研究では，ティーチング・ポートフォリ
オの形式や蓄積方法を確立し，それらを形式
的に記述する手法を提案することで，ティー
チング・ポートフォリオ記述言語を開発した。
さらに，この記述言語に基づいた授業研究支
援システムを開発した（[雑誌論文]④など）。 

具体的には，授業動画とそれらに関連づく
学習指導案の有意味な繋がりを保って eポー
トフォリオとして蓄積・活用することで授業
研究を支援する。このシステムにより，教育

実習だけでなく，事前事後指導や授業観察な
どを取り入れた教職の授業において，リアル
な授業動画を用いた授業研究の場を提供で
きるようになった。 
 
(c)教職ライフ統合ＳＮＳ 
(d)eラーニング＆eアセスメント促進知的支

援システム 
(f)正課外活動知的支援 e ポートフォリオ・

システム 
 本研究では，(a)(b)(e)の研究成果をもと
に，授業，実習，正課外活動の三つの場面を
連携し，学生の学習支援およびキャリア支援
を可能にするシステムについて検討した。 

例えば，初歩の自己調整者の学習プロセス
を通して，足場かけ/足場外しを半自動化す
ることで自己調整者の上達を促すことで，自
己調整学習を効果的に支援するシステムを
開発した（[雑誌論文]③など）。 

また，正課内外での学習プロセスにおいて，
学習者が eポートフォリオを活用して省察的
学習を行うためのフレームワークを提案し，
Mahara 上に実装した（[雑誌論文]⑧）。 

さらに，e ポートフォリオ学習におけるピ
ア・アセスメントの活動状況の特徴を分析し
把握できる方法を明らかにし，ピア・アセス
メントの活動状況に適応したファシリテー
ション方法について提案し，システムへの実
装を行った（[雑誌論文]⑦）。 
  

このように，本研究では，さまざまな eポ
ートフォリオを活用した活動支援方法やシ
ステムの実現方式の検討などを行ってきた
が（[学会発表]等参照），そのアイディアや
知見などの研究成果は，東京学芸大学の教職
ポータルなどの実システムに活かされてい
る。 
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